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＜連絡事項＞

・藤田　金弘様　　　本日皮膚科診察にて疥癬治癒となりました。

・長坂　才次郎様　　両足浮腫に対し利尿剤継続処方となっています。

・橋本　万様　　　　両足浮腫に対し利尿剤継続処方となっています。

＜褥瘡の評価＞

・永洞　恭子様　　左下肢褥瘡あり

浸出液は大分少なくなってきていますが、処置時は十分な微温湯で

　　　　　　　　　洗浄してラップをして行きましょう。

・橋本　万様　　　仙骨部褥瘡あり

白い表皮形成みられています。白い表皮がはがれ落るまでラップ療法

　　　　　　　　　しましょう。

・長坂　才次郎様　仙骨・臀部褥瘡あり

　　　　　　　　　悪化はありません。ラップ療法継続。

・奥利　うめ様　　仙骨・臀部褥瘡あり

　　　　　　　　　ほぼ乾燥されています。入浴のない日は陰部洗浄行い清潔を保ちましょう。

＜NCPの評価・検討＞

・峰田　満男様　　　歩行不安定夜間のトイレ誘導必要

　　　　　　　　　　転倒予防の為、深夜2時から3時の間にトイレまで誘導する。

＜勉強会　肝硬変＞

1． どんな病気？

肝硬変などの肝障害のために肝臓が何度も繰り返してダメージを受けると、組織の繊維化が生じて肝臓全体に広がり、肝臓の表面がでこぼこと変貌してしまいます。この状態を肝硬変と言います。肝硬変は肝臓病の終末期の姿ともいわれ、肝臓がんのほとんどが肝硬変から発生します。

　肝硬変になって肝機能が低下するとだるい、疲れやすい、食欲不振の他、腹水やむくみなどが起こってきます。

2． どうしてなるの？

　　　ウイルス性肝炎による慢性肝炎とアルコール性肝障害などが主な原因となります。

　　　一部の肝臓組織が壊死しても、肝臓はその細胞を再生しようとする機能を持っています。しかし、再生の繰り返しが長時間続いていると、傷の跡が硬く引きつれるように繊維化が生じてきます。一度繊維化すると元には戻らず、その部分の肝機能は失われます。

　繊維化が一部だけに留まっている場合もありますが、進行して全体におよぶと肝臓の機能がどんどん低下し、生命にかかわってくるのです。

3． 肝臓をいたわる生活のポイント

●良質の蛋白質をしっかり摂る

●ビタミン、ミネラルたっぷりの栄養バランスのよい食事にする。

●適正カロリーを心がけ、肥満を防止する。

●食事は３食規則正しく、朝食を抜かない、夕食は遅くならないようにする。

●添加物や加工食品、インスタント食品をなるべく避ける

●禁酒する

●ストレスをためない

●適度な運動をする







































































































